
◆ 科目名 公衆衛生学 単位数（２）・科目時間数（ ４５ ）時間 

単元名        単元時間 ４５H 開講時期２０２３年９月予定 
講師名 石津 仁奈子 

    松本 良二 

【科目目標】 

１．公衆衛生の理念と目的、集団における健康問題に関する予防医学、社会医学の役割を理解 

できる。 

２．公衆衛生の歴史を振り返りながら、疾病予防、健康の保持増進、健康管理、産業看護、環境 

保健などの諸問題から環境と生活においての健康を考え、安全な環境づくりについて理解 

できる。 

 【授業内容】  

 

１．健康と公衆衛生 

 １）公衆衛生の概念 

  （１）健康の概念、公衆衛生学の定義 

  （２）プライマリヘルスケア 

  （３）ヘルスプロモーション 

（４）世界保健機関(WHO)加盟国の役 

  割 

 ２）健康と環境 

  （１）生態学的環境 

  （２）物理化学的環境 

  （３）社会環境 

  （４）身体的・心理的影響 

 ３）疫学的方法による健康の理解 

  （１）疫学の三大要因 

  （２）疫学発生の多要因説 

  （３）疫学調査の対象の選定、統計指標 

  （４）因果関係論・スクリーニング 

 

２．健康指標と予防 

 １）健康に関連した指標 

  （１）国勢調査 

  （２）人口動態、出生、死亡・死因 

  （３）死産、周産期死亡、乳児死亡 

  （４）平均余命、平均寿命 

  （５）健康寿命 

２）感染症とその予防 

  （１）感染症の成立要因、流行現象 

  （２）感染症予防の基本 

  （３）感染症の予防および感染症の患者 

に対する医療に関する法律 

  （４）院内感染とその予防 

  （５）予防接種法 

  （６）結核予防法 

  （７）HIV感染症／AIDSと性感染症 

 

 

３．生活環境の保全 

 １）地球環境 

 （１）地球温暖化、オゾン層の破壊、 

酸性雨 

（２）水・空気・土壌の安全 

  （３）環境問題と健康被害 

 ２）ごみ・廃棄物 

  （１）一般廃棄物と産業廃棄物 

  （２）生活廃水処理問題 

 ３）住環境 

  （１）シックハウス症候群 

 

４．保健活動 

 １）地域保健 

  （１）地域保健法の理念と指針 

  （２）健康日本２１ 

  （３）健康増進法 

  （４）市町村保健センター 

  （５）保健所 

 ２）母子保健 

  （１）母子保健法 

  （２）母子健康手帳 

  （３）保健指導・訪問指導 

  （４）健康診査・健康教育 

  （５）養育医療 

  （６）健やか親子２１ 

  （７）児童虐待 

  （８）母体保護法 

３）学童期の健康管理 

  （１）学校保健法 

  （２）健康診断・健康相談 

  （３）感染予防 

  （４）学校環境衛生 

 ４）成人保健 

  （１）生活習慣病の予防 

  （２）健康教育と早期発見 

  （３）様々な疾病における予防 

 【評価方法】 

 認定試験またはレポート 

 

教科書・参考書等 

系統看護学講座 健康支援と社会保障制度 ② 公衆衛生 医学書院 



 


